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はじめに 
 
この度、平成３０年度（２０１８年）から１０年間を計画期間とする⽜久市⽴

図書館基本計画を策定しました。本計画は、⽜久市⽴図書館の１０年後のあるべ
き姿を描くとともに、その実現に向けて必要な施策を網羅的・体系的に整理した
ものです。 
 本市の図書館は、昭和５４年６⽉に旧役場の⼀部を利⽤して町⽴図書館が設
置され、平成５年には現在の場所に市⽴中央図書館が開館しました。その後、市
⺠との協働を基本理念に掲げ、平成１５年にＮＰＯ法⼈リーブルの会と協働運
営を開始し、これにより開館⽇数や開館時間の⼤幅な拡⼤を実現してまいりま
した。現在では３２万点の蔵書を有し、年間来館者数も３６万⼈を超え、市⺠の
読書や情報収集、⽣涯学習の拠点として多くの市⺠に利⽤されています。 

しかしながら、図書館のサービス内容や存在意義については、未だ市⺠の皆様
に⼗分に説明できているとはいえず、今後の課題であると考えております。 

図書館は、貸出サービス以外にも調査研究への⽀援やレファレンスサービス、
時事情報の提供など、あまり利⽤されていない多くのサービスがあります。中で
も、市⺠が⽇常⽣活を送る上での問題解決に必要な資料や情報を提供する「課題
解決⽀援サービス」は、図書館ならではの専⾨的なサービスです。 

⽜久市は、常磐線沿線の⾃治体としては唯⼀⼈⼝が増加しているものの、平成
２８年２⽉に発表された「⽜久市⼈⼝ビジョン」において、２０２０年を境に⼈
⼝減少に転じることが予想されております。⼈⼝減少は市の活性化に暗い影を
落とす重⼤な問題ですが、「課題解決⽀援サービス」を強化し、出産や⼦育てを
積極的に⽀援することで、若い世代の定住促進と⼈⼝減少の抑制に貢献してま
いりたいと考えています。 

また、今後は、図書館で利⽤者の来館を待っているだけの「内向的図書館」か
ら、積極的に地域に出向き情報発信を⾏う「外向的図書館」へとシフトし、図書
館利⽤者の増加を図りながら、市⺠の学びと暮らしの向上に寄与する「頼りにな
る図書館」を⽬指してまいります。 

今後１０年間、⽜久市⽴図書館は本計画に定めた諸施策を実⾏に移し、⽬標を
達成するため、図書館員⼀丸となって果敢に挑戦してまいります。 
 最後になりますが、本計画の策定にあたり貴重な提⾔をいただいた⽜久市図
書館協議会委員の皆様、パブリックコメントをお寄せいただいた市⺠の皆様に
⼼から御礼申し上げます。 
  

平成３０年３⽉ 
⽜久市教育委員会 
教育⻑ 染 ⾕ 郁 夫 
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第１章 牛久市立図書館基本計画について 

 

 

1. 計画の目的 

この計画は、牛久市の教育文化の基本目標である「豊かな心と文化を育む

まち」を実現し、社会や市民意識の変化などの状況に鑑みながら、市民の多

様な要望に対応するために、牛久市立図書館（以下「市図書館」という。）の

今後の方向性を整理し、計画的な図書館サービスの充実を図ることを目的と

します。 

   計画の策定について、下記の３点を指標とします。 

（１）図書館の在り方を振り返り、総括すること。 

（２）現在の図書館の課題を明らかにし、今後の方向性を示すこと。 

（３）取り組むべき課題の内容と時期を具体的に示し、自己評価できる目

標値を立てること。 
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2. 計画の位置付け 

この計画は、「子どもの読書活動の推進に関する法律」＊1に基づき、国の

「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」＊2、県の「いばらき子ど

も読書活動推進計画」＊3、市の「牛久市子ども読書活動推進計画」＊4 及び

市の上位計画である「牛久市第３次総合計画」＊5との整合を図りながら、本

市の図書館運営の指針として策定するものです。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊1「子どもの読書活動の推進に関する法律」：子どもの読書活動の推進に関する施策を総合的・計画的に

推進し、子どもの健やかな成長に資することを目的とした法律。 

＊2「子どもの読書活動推進に関する基本的な計画」：「子どもの読書活動推進に関する法律」に基づき施策

の基本的な方向と具体的な方策を明らかにするため国が策定。平成 25 年 3月に「第三次」策定。 

＊3「いばらき子ども読書活動推進計画」（平成 16 年 3月策定）：国の計画等と「いばらき子ども読書議会」

を踏まえ子どもの読書活動を総合的かつ計画的に推進するため茨城県が策定。平成 27 年 3 月に「第三次」

策定。 

＊4「牛久市子ども読書活動推進計画」（平成 25 年 3 月策定）：牛久市が「子どもの読書活動の推進に関す

る法律」に基づき，すべての子どもが読書活動を乳幼児期から大人になるまで生涯にわたり行うことで、

より豊かな人生を送れるようにという目的で策定。 

＊5「牛久市第３次総合計画・後期基本計画」（平成 29 年 3月策定）：牛久市が今後のまちづくりのあり方・

方向性を分析し、市民との協働による魅力あるまちづくりを進めるため、総合的、計画的な行政運営の指

針として策定したもの。 

子どもの読書活動の推進に関する法律 

牛久市第３次
総合計画 

子どもの読書活動の推進 

に関する基本的な計画

牛久市子ども読書活動 

推進計画 

いばらき子ども読書活動 

推進計画 
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県 

市 

牛久市立 
図書館 
基本計画 
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◆「子どもの読書活動の推進に関する法律」 

（平成 13 年 12 月 12 日法律第 154 号）より抜粋 

 

◆「牛久市第 3次総合計画 後期基本計画」（平成 29 年 3 月）より抜粋 

 

 

◆「牛久市子ども読書活動推進計画」（平成 25 年 3 月）より抜粋 

 

 

 

 

 

＊6「ＮＰＯ法人」：Non-Profit Organization（非営利団体）の略称。営利を目的としない公共的な活動

を行う市民活動団体。 

＊7「学校図書館ネットワーク」：学校図書館と図書館が連携し本を配送し共有をすることで、読書活動の

推進と授業における図書館の本を利用した学習支援を図るもの。 

「牛久市子ども読書活動推進計画」 

第 3章 子どもの読書活動推進のための具体的な取り組み 

 5 図書館 

  図書館では、子どもや保護者に対して魅力的な取り組みの実施や、読書環境を整備するとともに、

来館・利用促進のための積極的な PR が必要であり、家庭内での読書活動を推進するための取り組

みも実施していくことが必要と考えます。 

「牛久市第３次総合計画 後期基本計画」 

第 2章【教育文化】 豊かな心と文化を育むまち 

 第 4節【生涯学習】 豊かな人生を創出する生涯学習の推進 

  （4）市民のだれもが利用し満足できる図書館をつくる（図書館サービスの充実） 

   ①多角的な資料の収取整理を強化し、市民の抱える問題や課題を解決するための相談支援業務

に重点を置いた、利用者と情報をつなげる課題解決型の図書館を構築します。 

   ②ＮＰＯ法人＊6 や市民ボランティアとの連携などにより、図書館における文化事業の充実を

図ります。 

   ③学校図書館ネットワーク＊7の充実などにより、子どもの読書活動を促進します。 

「子どもの読書活動の推進に関する法律」 

（都道府県子ども読書活動推進計画等） 

 第九条 

  2 市町村は、子ども読書活動推進基本計画を基本とするとともに、当該市町村における子どもの 

読書活動の推進の状況等を踏まえ、当該市町村における子どもの読書活動の推進に関する施策に

ついての計画を策定するよう努めなければならない。 
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さらに、本計画は以下の法律等を前提として、計画を策定します。 

 

◆「図書館法」＊8（昭和 25 年 4 月 30 日法律第 118 号）より抜粋  

 

 

◆「図書館の設置及び運営上の望ましい基準」＊9 

（平成 24 年 12 月 19 日文部科学省告示第 172 号）より抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３.計画の期間  

本計画は、平成３０年度から平成３９年度までの１０年間とし、５年 

経過後に進捗状況の確認と見直しを行うものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

＊8「図書館法」：社会教育を目的として地方公共団体または公益法人等が設置する公共図書館について規

定した法律。 

＊9「図書館の設置及び運営上の望ましい基準」：この基準は、図書館法に基づく公立図書館の設置及び運

営上の望ましい基準であり、公立図書館の健全な発展に資することを目的としている。 

「図書館法」 
 （運営上の状況に関する評価等） 
第七条の三 図書館は、当該図書館の運営の状況について評価を行うとともに、その結果に基づき 

図書館の運営の改善を図るため必要な措置を講ずるよう努めなければならない。  

「図書館の設置及び運営上の望ましい基準」   

第二 公立図書館 

 一 市町村立図書館 

  1 管理運営 

   （一） 基本的運営方針及び事業計画 

   1 市町村立図書館は、その設置の目的を踏まえ、社会の変化や地域の実情に応じ、当該図書館

の事業の実施等に関する基本的な運営の方針を策定し、公表するよう努めるものとする。 
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第２章 牛久市立図書館の現状と課題 

 

 1. 施設 

 

   ＜ 図書館のあゆみ ＞ 

牛久市では、昭和５３年２月に牛久町分庁舎の２階の１室に図書館を開館

し、昭和５４年６月に町立図書館として公民館から独立しました。昭和５９

年６月に三日月橋公民館（現在の三日月橋生涯学習センター）図書室が開館

し、昭和６２年４月に牛久市立中央図書館エスカード分館が開館。平成元年

５月に奥野公民館（現在の奥野生涯学習センター）図書室が開館しました。 

その後、平成５年４月に現在の場所に牛久市立中央図書館が開館し、平成

２２年４月にひたち野リフレにリフレ図書カウンターを設置しました。平成

２５年４月エスカード分館を廃止し、２階の牛久市役所エスカード出張所に

図書カウンターを移転しました。平成２６年１２月から二小学区地区社会福

祉協議会施設において、図書の貸出を実施しています。 

（※資料Ｐ４０「図書館の沿革」参照） 

 

 

 

 

 

 

 「奥野生涯学習センター図書室」「三日月橋生涯学習センター図書室」
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【 現状 】                            

市図書館では、中央図書館を拠点に三日月橋・奥野生涯学習センターに図

書室、牛久駅前に牛久市役所エスカード出張所図書カウンター、ひたち野う

しく駅前にリフレ図書カウンター、牛久第二小学校区に二小学区地区社会福

祉協議会事務所があり、それぞれをサービス網で結び図書館業務を行ってい

ます。しかし、中央図書館の老朽化や市の発展に伴う人口分布の変化等、市

図書館の抱える課題も多くあります。中央図書館では平成２７年度に照明器

具改修工事を実施し、施設内外の全照明をＬＥＤ化しました。また平成２８

年度には中央熱源の一部に木質ペレット焚吸収式冷温水機を導入した空調

設備改修工事を実施するとともに、防犯カメラの更新と増設を行いました。 

 

＜ 牛久市立図書館サービス網 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

牛久市立中央図書館 

三日月橋生涯学習センター図書室 

奥野生涯学習センター図書室 

牛久市役所エスカード出張所図書カウンター 

リフレ図書カウンター 

二小学区地区社会福祉協議会 
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＜図書館施設の配置図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 課題 】                            

 

【 取り組みの方針 】                      

 

 

 

 

● 老朽化した施設の保全 

● 居心地のよい図書館環境 

● 分館等の整備 

牛久市立中央図書館 

牛久市役所エスカード出張所図書カウンター

奥野生涯学習センター図書室 

リフレ図書カウンター 

三日月橋生涯学習センター図書室

二小学区地区社会福祉協議会 

実施計画 【基本目標 1-1】市民が利用しやすく、快適な環境を提供できる図書館

○ 牛久市立中央図書館は築２４年が経過し、経年劣化による施設の老朽化

に伴い屋上屋根防水工事等の施設の改修を推進します。 

 また、分館や飲食提供施設の新設についても引き続き検討します。 
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2.運営体制 

 

【 現状 】                           

 

 （１）図書館員 

     平成１５年４月より、市民（ＮＰＯ法人リーブルの会＊10｟以下「リ

ーブルの会」という。｠）との協働による図書館運営を行っています。

さらに、運営の効率化を図るために平成２８年度から司書とリーブル

の会の業務分担の見直しを行っています。 

 

 （２）開館日・開館時間 

     休館日は毎月第２・４月曜日（祝日の場合はその翌日）及び特別整理

期間＊11約１５日以内と年始の３日間となっています。開館時間につい

ては、中央図書館は９時から２１時までとなっており、開館日数・開館

時間ともに、全国的に見ても長時間にわたるサービスを展開していま

す。 

     

（３）ボランティア団体との連携 

図書館の運営にご協力いただいている団体として、読み聞かせボラ

ンティアをはじめ、図書館や小中学校の図書の修理を行うボランティ

ア、点字広報・録音図書「こもれび」を作成するボランティアなど、多

くのボランティア団体があります。 

（※資料Ｐ４１ 「図書館ボランティア団体」参照） 

 

（４）広報・ＰＲ 

     図書館では、毎月「としょかんだより」や「広報うしく」＊12に図書

館の情報を掲載しています。ホームページやブログに記事や写真を掲

載して情報の発信を行うとともに、コミュニティＦＭ「だいすき！うし

く」＊13にゲストとして出演し、イベントコーナーや本の紹介、行事の

案内をするなど多様な広報活動を行っています。 

 

＊10「ＮＰＯ法人リーブルの会」：平成 15 年 4月より市民との協働による図書館運営を行っている。 

＊11「特別整理期間」：年に 1回、本の点検や移動作業を行う期間のこと。 

＊12「広報うしく」：牛久市広報政策課が毎月発行している牛久市行政広報誌の名称。 

＊13「だいすき！うしく」： 2015 年 5 月放送を開始。牛久市から周波数 85.4MHz で放送中のコミュニテ

ィ FM 放送局。牛久市の PR や市民の郷土愛醸成を目指し、牛久の話題や情報を配信する番組。 
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【 課題 】                           

 

 

【 取り組みの方針 】                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 市内教育施設との連携を強化する 
● 市民との協働運営を強化する 

図書館はみんなの「居場所」コーナー 

○ 市内の教育施設と連携し、不登校児童生徒等の居場所として図書館を活用

する取り組みを推進します。また、市民との協働運営をさらに強化するた

め、新たなボランティアの参加を促進させます。 

実施計画【基本目標 2-2】他機関やボランティアと連携し、サービスを拡充していく
図書館
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3.サービス 

近年、図書館では市民の様々な事柄に関する調べものや、生涯学習の支援

のためレファレンスサービス＊14が重要とされています。そのため、図書館

の司書＊15が資料に関する知識と経験を深め、市民のニーズに応える資料や

情報を提供できるように努めていくことが望まれています。 

市図書館ではレファレンスツール＊16の更なる充実と司書の各種研修会等

への参加を強化し、市民の課題解決に貢献できる図書館を目指します。 

また、読書は子どもたちの成長過程で重要な役割を担っています。これま

で赤ちゃんが本に触れ合うブックスタートを出発点とし、子どもが成長して

いく中で読書に関するサービスを受けられるように地域に根ざした読書支

援サービスを提供してきました。これらの活動を今後も継続的に行い、子ど

もたちが生涯にわたって図書館と関わりを持てる機会を提供します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊14「レファレンスサービス」：図書館利用者が学習・研究・調査を目的として必要な情報・資料などを求

めた際に、図書館員が情報そのもの、あるいは情報を得るために必要とされる資料を検索・提供・回答す

ることによってこれを助ける業務。 

＊15「司書」：図書館法に定められる資格を有し、図書館で図書の保存・整理・閲覧の事務を取り扱う職。 

＊16「レファレンスツール」：図書館員が行う情報提供などの支援業務（レファレンスサービス）のために

使用する資料や情報源。 

「おはなし会」
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【 現状 】                              

 

（１）資料所蔵状況 

資料の保有総数は約３２万点で、県内市町村では１０番目となっていま

す。（『平成２８年度 茨城の図書館』公共図書館の所蔵資料数の資料総数

より）。この５年間で、購入資料数はやや減少傾向にあるものの、資料購入

費は削減することなく資料の収集に努めています。蔵書数は増加しており、

特に郷土資料については積極的な収集・保存に努めています。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）利用状況 

 

ア 来館者数  

    平成２８年度の来館者数は１年間で約３３万人、１日の平均利用者数

は約１，０００人となっており、５年前と比較すると減少傾向にあります。

平成２８年度の来館者数が減少した一因として、空調設備改修工事に伴

って約１か月間休館したことや、利用者の利便性を図り図書館に来館し

なくても図書館のホームページや電話により貸出の延長手続きが可能に

なったことなどが推測されます。サービスの拡大が来館者数を少なくす

るという現状にどのように対応していくかが課題となっています。 

 

Ｈ

24
年

度

Ｈ

25
年

度

Ｈ

26
年

度

Ｈ

27
年

度

Ｈ

28
年

度

資料の保有総計 313,000 315,514 315,316 316,242 319,816
購入資料数（点） 12,161 10,893 10,751 11,114 10,423

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

300,000

305,000

310,000

315,000

320,000

325,000

購入資料数

（点）
資料の保有総数

（点）

資料の所蔵状況
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イ サービス実績 

   平成２８年度の市民１人あたりの蔵書数は３．７６冊。市民 1 人あたり

の貸出数は７．０４冊です。この５年間で大きな変化はなく、一定のサービ

ス実績を保っています。平成２８年度の蔵書回転率＊17は１．８７回となり

前年度より減少傾向にありますが、蔵書数が増えたことを受け登録者１人

あたりの蔵書数は１０．２４冊となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊17「蔵書回転率」：ある期間における貸出点数を蔵書数で割り、1冊の蔵書が何回貸出されたかを表す値。 

Ｈ

24
年

度

Ｈ

25
年

度

Ｈ

26
年

度

Ｈ

27
年

度

Ｈ

28
年

度

年間来館者数（人） 381,834 369,654 366,609 368,685 331,555
1日平均来館者数（人） 1,161 1,124 1,114 1,113 1,061

0
200
400
600
800
1,000
1,200
1,400

250,000

300,000

350,000

400,000

450,000

1日平均来館者数

（人）

年間来館者数

（人）

来館者数

Ｈ24年
度

Ｈ25年
度

Ｈ26年
度

Ｈ27年
度

Ｈ28年
度

市民１人あたりの蔵書数

（冊）
3.72 3.75 3.73 3.73 3.76

登録者１人あたりの蔵書数

（冊）
9.75 9.35 8.95 8.81 10.24

市民１人あたりの貸出数

（冊）
7.5 7.41 7.36 7.46 7.04

蔵書回転率（回） 2 1.97 1.96 1.99 1.87

0

0.5

1

1.5

2

0
2
4
6
8

10
12

蔵書回転率

（回）

サービス実績

市民１人あたりの蔵書数（冊）
登録者１人あたりの蔵書数（冊）
市民１人あたりの貸出数（冊）
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0
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8000

40000

エスカード 三日月 奥野 リフレ 二小地区社協

点

中央図書館以外での貸出点数

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度

ウ 館別利用状況 

 

     中央図書館における貸出点数については、平成２６年度から２７年

度にかけて上昇傾向にありましたが、空調設備改修工事のため３２日

間にわたり長期休館していた影響もあり、貸出点数が前年度より減少

しています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

なお、平成２４年度に牛久市役所エスカード出張所図書カウンター 

で貸出点数が多いのは、エスカードに分館が設置されていたことにより

ます。中央図書館以外における貸出点数については、リフレ図書カウン

ターと三日月橋生涯学習センター図書室で貸出点数が増加傾向にあり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度

エスカード 36,158 8,704 7,675 8,628 8,399

三日月 187 698 986 1,292 1,417

奥野 711 691 667 1,370 1,243

リフレ 3,270 3,699 5,415 6,215 6,716

二小地区社協 107 411 514

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度

分館計（点） 40,326 13,792 14,850 17,916 18,289
中央図書館（点） 585,597 609,154 606,084 614,436 580,935

400,000
450,000
500,000
550,000
600,000
650,000

（点）

貸出点数
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（３）特殊コレクションと特設コーナーの設置 

 

    中央図書館では特殊コレクション＊18 として牛久に関連した情報発信

を行っている「わが街うしく」＊19や、「学び合い」＊20、「男女共同参画」

＊21、「闘病記」＊22、「外国語」を設け、関連本を集めて利用しやすい棚の

構成に努めています。特設コーナーとして、入口付近に「一般イベント」、

「ヤングアダルト」＊23、「児童イベント」を設け、趣向を凝らした図書館

のお薦め本を案内しています。また、平成２９年９月に、「図書館はみん

なの居場所」コーナーを設置し、様々な事情で学校に行くことが困難な児

童・生徒とその保護者に向けて、専門機関「きぼうの広場」＊24と連携し

本を紹介するコーナーを設置しました。おはなしの部屋周辺には「絵本ガ

イド」、「大型絵本」コーナーを設置しています。また、新しく図書館に入

った本がすぐに手に取れるように、新刊コーナーを設置しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊18「特殊コレクション」：図書館で、特定の主題、あるいは資料種類、資料形態から構成されるコレクシ

ョン群の総称。 

＊19「わが街うしく」：市民の著作や郷土資料、牛久市出身の第 72 代横綱稀勢の里関に関連する資料を収

集するコーナー。 

＊20「学び合い」：共に学び育ちあうこと。 

＊21「男女共同参画」：男女が平等に政治的、経済的、社会的及び文化的利益を享受することができ、共に

責任を担える社会を作るための参画。 

＊22「闘病記」：患者やその周囲の人々によって書かれた病気の体験記。 
＊23「ヤングアダルト」：児童書から一般書への橋渡しで、主に中学生・高校生をはじめとする 10 代の若

者を対象とした本を集めたコーナー。 

＊24「きぼうの広場」：牛久市の児童・生徒の学校生活や家庭生活での様々な心配ごとや悩みごとの相談を

受ける教育センター。 

「映画会」コーナー
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（４）レファレンスサービス 

 

図書館では、国立国会図書館が全国の図書館などと協同で構築している

調べもののためのデータベース「レファレンス協同データベース＊25事業」

に参加しており、レファレンス事例の登録及び、多数の被参照件数＊26 の

ため県内公共図書館では唯一７年連続で表彰されています。また、レファ

レンスツールとして参考図書の収集と利用に加え、レファレンスツールと

してオンラインデータベース＊27 を導入し、多様なレファレンスに対応で

きるようにしています。システムの変更に伴い、平成２８年１１月から図

書館で受けたレファレンス事例をホームページで公開し広く一般に提供

もしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊25「レファレンス協同データベース」：国立国会図書館が全国の図書館等と協同で構築する調べ物のため

の検索サービス。参加館の質問・回答サービスの事例、調べ方、特殊コレクション情報など調査に役立つ

情報を公開している。 

＊26「被参照件数」：レファレンス協働データベースで、その活動の成果がどれだけ届いたかを表している

アクセス件数。 

＊27「オンラインデータベース」：ネットワークを経由し遠隔地から利用できるデータベースの総称。 

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度

レファレンス件数（件） 141 119 498 492 592
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（５）児童・青少年サービス 

 

ア ブックスタート＊28 

     保健センターで行われる３～４か月児健診に出向き、ブックスター

トボランティアの協力を得て赤ちゃんと保護者に絵本を手渡し、本と

の出会いの場を提供しています。また、関連事業として親子で触れ合う

楽しさを知らせるために、乳幼児向けおはなし会「うさちゃんきいて」、

「おやこわらべうたの会」を中央図書館や三日月橋・奥野生涯学習セン

ターで実施しています。 

    

イ 定例おはなし会の開催 

     読み聞かせボランティアと連携し、子どもたちが絵本の楽しさを実

感して本に興味を持つきっかけとなるように、季節に合せたプログラ

ム等で０歳から２歳児向け、幼児向け、小学生から大人向けのおはなし

会を定期的に実施しています。 

   

ウ 各種講演会・イベントの開催 

     「こどもの読書週間」＊29や「読書週間」＊30にあわせて、読書の普

及・啓発や図書館の新規利用を促すこと等を目的として「こどもとしょ

かんまつり」、「としょかんまつり」を開催しています。また、夏には「夕

涼みおはなし会」、冬には「クリスマスおはなし会」等、季節にあわせ

た特別なおはなし会を実施しています。また、市内の中学生が読み聞か

せをする「ティーンズおはなし会」や、家庭や地域での読み聞かせ活動

の技術向上と男性の育児を支援するための「イクメンイクジイ読み聞

かせ講習会」も実施しています。   

 

＊28「ブックスタート」：市区町村自治体が０歳児健診時等に「絵本」を手渡し、赤ちゃんと保護者に絵本

を開く楽しい体験と一緒に絵本を介して心ふれあうひとときを作る。 

＊29「こどもの読書週間」：「子どもたちにもっと本を」の願いから、現在は読書推進運動協議会が主団体

となり、4月 23 日～5月 12 日の期間で開催。図書館・書店・学校を中心に、子どもたちに本を手渡すさま

ざまな行事が行われている。 

＊30「読書週間」：10 月 27 日～11 月 9 日の期間にわたり、読書を推進する行事が集中して行われる期間。 
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   エ 市内子育て施設の支援 

      子育て施設への支援として、平成１８年度から市内の保育園と児

童クラブに毎月１回、「ふくろう文庫」という名称で、本や紙芝居を

届けています。配送はリーブルの会が行っています。平成１９年度か

ら市立幼稚園も含め、現在では児童クラブ（８ヶ所）、幼稚園（２ヶ

所）、保育園（４ヶ所）に配送しています。 

平成２８年２月から毎月１回リフレ子育て出張広場に出向き、「絵

本と遊ぼう」と題して、絵本の読み聞かせ及び絵本の紹介・読書相談

を行い、ひたち野地区での読書活動を支援しています。さらに、リー

ブルの会の「紙芝居隊と音楽隊」＊31 が、児童クラブや子育て広場に

出向き、紙芝居の読み聞かせや音楽の演奏を行うなど、子育て支援を

行っています。 

    

オ 「うちどく（家読）」＊32事業の推進 

      家族で同じ本を読むことをきっかけに、読書の習慣を共有化し、家

族のコミュニケーションを図ることで家族の絆を強くしようという

読書のスタイル「うちどく（家読）」事業を推進しています。長期休

業期間に学校を通した全児童・生徒への「うちどく用紙」の配布や、

完成した「うちどく用紙」の掲示、また、小中学校への「うちどく展

示物」の貸出など、広く周知するよう努めています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊31「紙芝居隊と音楽隊」：リーブルの会で行っている市内教育施設支援業務。 

＊32「うちどく（家読）」：「家庭読書（家族読書）」の略語。「家族ふれあい読書」を意味し、「家族みんな

で読書をすることで家族のコミュニケーションを深める」ことを目的にした読書スタイル。 

「うちどく展示物」 
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  カ 学校教育支援 

図書館の仕事を理解してもらうために、小学校等の図書館見学、中

学生の職業体験を行っています。 

平成１７年１０月より「牛久市学校図書館ネットワーク」を開始し、 

現在は１３の市立小中学校と中央図書館を結び、週に１回リーブルの

会が本の配送を行っています。蔵書の共有化を図ることで読書と学習

の支援、情報の提供、選書相談にも取り組んでいます。学校司書会議や

学校図書館運営会議を通じ意見交換を行うなど、人的交流も行ってい

ます。夏休み等の長期休暇期間中の学習支援として、夏休み図書館利

用術の各小中学校への配布、夏休み宿題応援講座の開設、調べものの

資料コーナーの設置等の施策を行っています。 

 

（６）高齢者・障がい者サービス 

 

図書館に来館することが困難な利用者に、図書館の資料を自宅まで届 

ける「宅配サービス」をはじめ、要望に応じて日本点字図書館から点字本

や録音図書（デイジー）＊33を取り寄せし、宅配での貸出を行っています。

また、聴覚や視覚に障がいがある方へのサービスとしてボランティア団体

作成の録音図書「こもれび」の貸出、広報うしくの点字版「点字広報」、録

音資料「声の広場」、「牛久市議会だより」の収集を行っています。 

さらに、近隣の県立特別支援学校の要請に応じ、依頼校に出向き司書と

リーブルの会によるおはなし会を実施しています。 

リーブルの会では平成２６年 1月より「クローバー文庫」として、毎月

１回市内６ヶ所の介護保険施設等への本の配送を行っています。 

 

 

 

 

  

＊33「デイジー」（DAISY）：DAISY とは、Digital Accessible Information System の略称で、日本では「ア

クセシブルな情報システム」と訳されている。視覚障害者や普通の印刷物を読むことが困難な人々のため

のデジタル録音図書。 
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【 課題 】                             

 

【 取り組みの方針 】                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊34「電子書籍」：電子機器で読むことが出来るようデータ化された書籍。 

● 電子書籍＊34の導入 
● 市民のニーズに基づいた蔵書を構成する 
● １０～２０代の図書館利用者を増やす 
● 相談支援体制を強化する 

「ヤングアダルト」コーナー

○ 市民の教育と文化の向上に寄与するために、電子書籍も視野に入れた多

様な蔵書の構築を図ります。

実施計画 【基本目標 3-1】地域を支える情報拠点として、市民に役立つ資料
や情報を提供できる図書館 

○ ヤングアダルトコーナーの充実を図り、対象年齢層の来館を促すイベン

トの開催、読書活動の推進及び図書館利用の促進に努めます。 

実施計画 【基本目標 3-2】読書活動や生涯学習を支援し、市民の多様なニー
ズに即したサービスを提供できる図書館 

○ 市民の課題解決に役立つよう、図書館員の専門性を高めます。 

実施計画 【基本目標 2-3】図書館員の専門性を高め、市民の課題解決に役立
つ図書館 
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第３章 基本方針 

   

図書館運営方針 

 

目指す図書館像 

 

近年、社会を取り巻く環境の変化によって図書館に求められることも変わり

つつあります。「人と情報をつなげる」という図書館の基本的な役割を果たす

ために、少子化・高齢化・情報化等の時代の変化に配慮しながら、利用者が必

要とする資料や情報を適切に提供できる図書館が求められています。市民との

協働による図書館を基本とし、市民が、図書館を身近な存在と感じ、生涯を通

じて図書館を利用していただけるよう、また図書館を利用することで豊かな生

活を送れるよう資料や情報の提供に努めます。 

 

 

 

 生涯学習活動の拠点として、市民の学びと暮らしの向上に

寄与するため、図書館資料の整備充実と読書活動の振興に努

め、市民が自己学習を行うための条件整備を常に図り、その

期待に応えるように努めます。 

市民の年齢構成、地理的条件、将来構想など、図書館サー

ビスをより円滑に提供するための諸条件を常に研究し、市民

のニーズに即したサービスを提供し、市民のだれもが、いつ

でも、どこでも、気軽に利用できる図書館づくりを運営の基

本とします。 

市民との協働を礎に、時代の状況に対応し、市民の学びと
暮らしの向上に寄与する「頼りになる図書館」 
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図書館運営の３つの柱 

 １．施  設   

 ２．運営体制   

 ３．サービス   

【基本目標 3-1】（資料） 
地域を支える情報拠点として、市民に役立つ資料や情報を提供できる図書館

【基本目標 2-1】（運営） 
長期的な視野にたった図書館運営を行い、発展していく図書館 

【基本目標 3-2】（事業） 
読書活動や生涯学習を支援し、市民の多様なニーズに即したサービスを提供

できる図書館 

【基本目標 2-2】（連携） 
他機関やボランティアと連携し、サービスを拡充していく図書館 

ア 豊かな心を育む読書習慣を育成し、読書活動を支援します。 

イ 生涯学習を支援し、市民の自主的な学びを支えます。 

ウ 多様な利用者に即したサービスを提供します。 

基 本 目 標

【基本目標 1-1】 
市民が利用しやすく、快適な環境を提供できる図書館 

【基本目標 2-3】（図書館員） 

図書館員の専門性を高め、市民の課題解決に役立つ図書館 

１.施設 ２.運営体制 ３.サービス 
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第４章 実施計画 

基本目標ごとに、《進行目標》として具体的な施策を掲げ、１０年間の目標

を示します。《成果指数》として自己評価のできる目標値を示します。 

   

 １．施  設   

 

（○実施済。 ●未実施） 

      

市民が図書館を快適に利用できるように、施設の維持管理を適切に行います。

中央図書館は築２４年が経過し、経年劣化による施設の老朽化により、カーペ

ット・壁紙・椅子等の破損等の修繕や、屋上屋根防水工事やエレベーターの改

修工事などが必要となっています。また、長時間滞在する場合の利便性を考慮

し、飲食提供施設の新設や閲覧席の増設等利用者サービスの向上を検討してい

きます。利用しやすさを考慮した書架の配置を再考し、蔵書スペースの拡大に

ついて検討を行います。また、障がい者や高齢者等に優しい図書館となるよう

バリアフリー＊35対策、わかりやすいサイン（表示）の強化、階段の手すりなど

の設置も行っていきます。施設環境の向上として、館内においては図書の消毒

器の設置や利用者のリラックス効果を高めるため芳香アロマサービスの検討

をしていきます。館外についても、駐輪場からの図書館入口への動線上にキャ

ノピー＊36の設置、館外の読書空間の整備として調整池側の開放も検討してい

きます。 

また、図書館での芸術鑑賞として、音楽コンサートや美術展等の開催など従

来の枠にとらわれない斬新な発想の図書館に挑戦し、感性を豊かにする図書館

空間の創設を目指します。 

利用者マナーに関するトラブルをはじめ、防犯や防火・防災対策を強化する

ために危機管理マニュアルを策定し、館内で発生が想定されるあらゆる事態

に対応できるよう努めます。また、定期訓練を実施し改善を図っていきます。 

図書館では、中央図書館を中心に２ヵ所の生涯学習センター図書室と２ヵ

所の図書カウンターをサービス網で結び図書館業務を展開していますが、リフ 
 
＊35「バリアフリー」：（Barrier free）「障害・障壁のない」という意味。日常生活や社会生活における物

理、心理的な障害や、情報に関わる障壁などを取り除いていくことをいう。 

＊36「キャノピー」：（Canopy） 建築物に見られるひさし。 

（１）【基本目標 1-1】 

市民が利用しやすく、快適な環境を提供できる図書館
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レ図書カウンターの狭隘問題など、各サービス網施設の課題を洗い出し、常に

市すべての施設で安定した図書館サービスを提供できるよう新たなサービス

網施設を検討するなど、改善に努めていきます。 

 

《 進行目標 》 

新）：新規 継）：継続 拡）：拡充    （➡実施 ○調査・検討 ◎見直し △試行） 

具体的な施策 

          年度 
30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 

継)館内掲示物の適正管理           

継)図書館サービス網の充実           

新)飲食提供施設の設置検討 ○ ○         

新)屋上屋根防水工事の実施 ○          

新）エレベーター改修工事の実施  ○         

新）開架室天井材改修工事の実施 ○          

新）視聴覚室パーテーション改修

工事の実施 
 ○         

新）屋外通路へのキャノピー整備 ○  

新)バリアフリー対策 ○    

新)危機管理マニュアルの作成  ○     ◎    

 

《 成果指標 》 

指標 単位 現状値 目標値 指標の説明 

１日平均来館者数 人 1,061 1,200 図書館に来館する人の 1 日の平均

    

＜ 参考データ ＞ ※牛久市立図書館の過去 5年間のデータ 

  

 

 

 

 

 

 

Ｈ24年
度

Ｈ25年
度

Ｈ26年
度

Ｈ27年
度

Ｈ28年
度

１日平均来館者数（人） 1,161 1,124 1,114 1,113 1,061

700
800
900

1,000
1,100
1,200

（人）

１日平均来館者数

《 進行目標 》 

新）：新規 継）：継続 拡）：拡充    （➡実施 ○調査・検討 ◎見直し △試行）

具体的な施策 

年度 
30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 

継)館内掲示物の適正管理 

継)図書館サービス網の充実 

新)飲食提供施設の設置検討 ○ ○         

新)屋上屋根防水工事の実施 ○          

新）エレベーター改修工事の実施  ○         

新）開架室天井材改修工事の実施 ○          

新）視聴覚室パーテーション改修

工事の実施 
 ○         

新）屋外通路へのキャノピー整備 ○ 

新)バリアフリー対策 ○ 

新)危機管理マニュアルの作成  ○     ◎    
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 ２．運営体制   

 
 

 

現状の図書館運営の見直しを行い、利用者本位の図書館運営を目指すこと

で、利用者の視野に立った経営方針を構築します。子どもに優しい図書館を目

標の一つに掲げ、乳幼児連れの利用者が子どもの声や物音に対して気兼ねす

ることなく利用できるように、児童コーナーの防音対策や、他の利用者のご協

力を得ながら「赤ちゃんタイム」＊37の導入を検討していきます。子どもの図

書館利用の増加を図るために、児童書の一層の充実及び子ども対象イベント

の充実にも努めます。 

また、開館時間の見直しや、貸出冊数及び貸出期間の見直し等も行い、利

用状況に合わせて運営方法の見直しを行っていきます。さらに、曜日や時間

帯毎の利用状況に配慮した、司書の適正な配置に努めていきます。 

利用者の声を運営に反映させる仕組みをつくり、在架資料のＷｅｂからの

予約等利用条件の緩和等も検討していきます。 

 

《 進行目標 》  

新）：新規 継）：継続 拡）：拡充   （➡実施 ○調査・検討 ◎見直し △試行） 

具体的な施策   

           年度 

30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 

新）児童書架の防音対策    ○       

新）赤ちゃんタイムの導入   ○    ◎    

新）利用条件の緩和と利用

者の要望対策 
 ○     ◎    

 

 

 

 

 

 

＊37「赤ちゃんタイム」：乳幼児連れの保護者の方が、気兼ねなく図書館を利用できるようにするための時間。 

赤ちゃんの泣き声が聞こえても一般の利用者にご協力をお願いする時間。 

（１）【基本目標 2-1】（運営） 
長期的な視野にたった図書館運営を行い、発展していく図書館 

《 進行目標 》

新）：新規 継）：継続 拡）：拡充 （➡実施 ○調査・検討 ◎見直し △試行）

具体的な施策   

           年度 

30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 

新）児童書架の防音対策    ○       

新）赤ちゃんタイムの導入   ○    ◎    

新）利用条件の緩和と利用

者の要望対策 
 ○    ◎  
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《 成果指標 》 

指標 単位 現状値 目標値 指標の説明 

０～６歳の児童書の

貸出冊数 
冊 43,860 60,000 

乳幼児が 1 年間に借りた児童書の

冊数 

  

＜ 参考データ ＞ ※牛久市立図書館の過去 5年間のデータ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「おはなし会」

Ｈ24年
度
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度

Ｈ26年
度
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度

０～６歳の児童書の貸出冊数
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図書館はサービスを拡大し発展させるため、連携協力体制をより強化し効率

よく図書館運営を進めていくことが求められています。市民との協働のリーブ

ルの会との連携においては、現在行っているカウンター業務や介護保険施設の

支援の他にも、総合案内業務、学習室やインターネット等の受付業務、宅配サー

ビス等の業務拡大や選書への参加等を検討しながら、今後も業務の見直しに努

めます。 

図書館では、小学生の図書館見学やリーブルの会による「夏休み子ども司書体

験」＊38、中学生の職業体験等を行っていますが、さらに、市内の小中学校や高

等学校と連携を図りながら、体験の場の提供を検討していきます。 

図書館における不登校児童生徒等の居場所づくりについては、教育センター

きぼうの広場と連携を図り、協議を継続していきます。心と体の健康の側面から

は、保健福祉部局と共同事業について検討していきます。 

特別支援学校への支援については、依頼校へ出向き、本の読み聞かせ活動を継

続して行います。 

子育て施設の支援については、ひたち野リフレでの「絵本と遊ぼう」や、リー

ブルの会の紙芝居隊と音楽隊による児童クラブと子育て広場での読み聞かせ等

の活動も行っていきます。 

レファレンスサービスについては、図書館だけで解決できないものを国立国

会図書館や県立図書館等に協力依頼をし、相互貸借＊39についても、県立図書館

が運行する搬送便で資料を相互に貸出借受をし、県内外の図書館と連携して資

料や情報の提供に努めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 
＊38「夏休み子ども司書体験」：リーブルの会が平成 19 年夏休みより行っている小学生 5～6年生によるカ

ウンター業務をはじめとする図書館業務の体験。 

＊39「相互貸借」：図書館で所蔵していない本を探している場合、全国の図書館から所蔵している図書館

を探して貸出を行う図書館間貸出サービス。 

（２）【基本目標 2-2】（連携） 
他機関やボランティアと連携し、サービスを拡充していく図書館 
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《 進行目標 》  

新）：新規 継）：継続 拡）：拡充   （➡実施 ○調査・検討 ◎見直し △試行） 

具体的な施策 

          年度 
30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 

継）特別支援学校への支援           

継）子育て施設への支援     ◎      

新）不登校児童生徒等への支援 

 （居場所づくり） 
    ◎      

継）紙芝居隊と音楽隊による児

童クラブと子育て広場への

支援（リーブルの会） 

          

継）介護保険施設等への本の配

送（リーブルの会）    
          

 

《 成果指標 》 

指標 単位 現状値 目標値 指標の説明 

他団体との共催事業

参加者数 
人 4,499 6,000 

リーブルの会・読書団体連合会等

との共催行事参加者数 

 

 ＜ 参考データ ＞ ※牛久市立図書館の過去 5 年間のデータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｈ24年
度
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Ｈ27年
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他団体との共催事業人数（人） 2,754 3,204 3,420 4,051 4,499
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他団体との共催事業人数

《 進行目標 》

新）：新規 継）：継続 拡）：拡充 （➡実施 ○調査・検討 ◎見直し △試行）

具体的な施策 

          年度 
30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 

継）特別支援学校への支援 

継）子育て施設への支援     ◎      

新）不登校児童生徒等への支援 

 （居場所づくり） 
    ◎      

継）紙芝居隊と音楽隊による児

童クラブと子育て広場への

支援（リーブルの会） 

継）介護保険施設等への本の配

送（リーブルの会）    
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司書の資格を生かした専門業務化により、市民の悩みや心配ごとなどの課題

等を解決するための相談支援体制の強化を図り、利用者が求めている資料を的

確に探し出し解決策を提供するレファレンスサービスの充実に努めます。  

また、市民に図書館を身近に感じていただけるよう図書館員の意識改革を図

り、司書のフロアワークを常態化します。利用者の調べたいことは、趣味、健康、

就職、子育て等多岐に渡っているため、司書としての専門知識の向上が必要にな

ります。そのために、各種研修会への参加を積極的に行い、広く司書業務の生産

性の向上と効率性の強化を図っていきます。 

図書館の活用術を紹介する手段の一つとして動画の制作等を行い、わかりや

すい図書館広報に努めます。また、図書館の利用促進については図書館内に留ま

らず、司書が行政区、各種団体、福祉施設等地域へ積極的に訪問活動を展開し、

図書館利用への働きかけを行っていきます。 

 

《 進行目標 》  

新）：新規 継）：継続 拡）：拡充  （➡実施 ○調査・検討 ◎見直し △試行） 

具体的な施策 

          年度 
30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 

新）行政区等訪問活動  ○     ◎     

拡）相談支援業務の強化           

 

《 成果指標 》  

指標 単位 現状値 目標値 指標の説明 

ﾚﾌｧﾚﾝｽ受付件数（件） 件 592 12,000 市民の調べ物の相談支援件数 

 

＜ 参考データ ＞ ※牛久市立図書館の過去 5年間のデータ 

 

 

 

 

 

（３）【基本目標 2-3】（図書館員） 

   図書館員の専門性を高め、市民の課題解決に役立つ図書館 

Ｈ24年
度

Ｈ25年
度

Ｈ26年
度

Ｈ27年
度

Ｈ28年
度

レファレンス件数（件） 141 119 498 492 592

0
200
400
600

（件）

レファレンス件数

《 進行目標 》

新）：新規 継）：継続 拡）：拡充 （➡実施 ○調査・検討 ◎見直し △試行）

具体的な施策 

          年度 
30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 

新）行政区等訪問活動  ○     ◎     

拡）相談支援業務の強化 
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 ３．サービス   

 
 
   

 

 

図書館を構成するものとして欠かせないのが資料です。資料には図書の他 

に、逐次刊行物＊40・紙芝居・視聴覚資料が含まれます。これらの資料を充実

させ利用者の求める資料を提供できる図書館となるよう努めます。 

 郷土資料については、牛久に関する記事、牛久市役所行政資料、県内各地の 

観光マップ・パンフレット・チラシを収集保管する「投げ込みファイル」＊41 

や、郷土に関する出版物の網羅的な収集保管に努めます。市民の生活、仕事、

地域に関する課題解決に向けた活動を支援するため、市民の要望や地域の実情

を踏まえた資料提供に努めます。 

特殊コレクションは、本来の書架の配置では分散してしまう資料の探しやす

さを考慮して、一定の場所にまとめてコーナーにしたものです。市内に関連し

た資料、外国語の本、闘病記等がありますが、今後も更なる充実を図っていき

ます。 

 障がい者サービスとして行っている点字本や録音図書（デイジー）を点字図

書館から取り寄せし、宅配により貸出サービスについても、利用者の求めに応

じて今後も継続して行っていきます。 

資料の破損は迅速に修理するよう努め、資料を適切に提供できるように督促

を強化します。 

 資料を選書・収集・保存・管理・除籍する基準の見直しを行い、利用者の利

用頻度を考慮した書架の実現を目指します。日本十進分類法＊42（以下「ＮＤ

Ｃ」という。）が新訂１０版＊43（以下「１０版」という。）となり、市図書館で

は現在８版を使用していることから、１０版への移行作業を進めていきます。

また時代の流れに対応しながら、電子書籍の導入や地域資料の電子化を検討し 

ていきます。 

 

 

＊40「逐次刊行物」：新聞・雑誌・年鑑など共通の名称のもとに、終期を予定せず順を追い継続して刊行さ

れる出版物。 

＊41「投げ込みファイル」：郷土資料のパンフレット類を市町村や項目別に分けて、郷土の書棚へ保存して 

いるファイル。 

＊42「日本十進分類法」：（Nippon Decimal Classification：NDC）は、日本の図書館で広く使われている

図書分類法。 

＊43「新訂１０版」： 1929 年の刊行以来版を重ね、新訂 10 版が 2014 年 12 月に刊行された。 

（１）【基本目標 3-1】（資料） 

地域を支える情報拠点として、市民に役立つ資料や情報を提供できる図書館 
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《 進行目標 》 

新）：新規 継）：継続 拡）：拡充    （➡実施 ○調査・検討 ◎見直し △試行） 

具体的な施策 

        年度 
30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 

継）郷土資料の収集           

継）図書・雑誌・視聴覚資料の充実           

拡）特殊コレクションの充実     ◎     ◎ 

継）点字本・録音図書（デイジー）

の取寄せ貸出サービス 
          

新）選書基準の見直し ○          

新）除籍基準の見直し ○     ◎     

新）請求分類の見直（10 版への移行） ○          

新）電子書籍の導入   ○   ◎     

 

《 成果指標 》 

指標 単位 現状値 目標値 指標の説明 

登録者１人当たりの貸

出冊数 
冊 10.24 15 

市民の求める資料が蔵書されているか

がわかる数字（蔵書点数÷登録者数）

  

＜ 参考データ ＞ ※牛久市立図書館の過去 5年間のデータ 
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度
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度

登録者１人あたりの貸出冊数

（冊）
9.75 9.35 8.95 8.81 10.24
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登録者１人あたりの貸出冊数

《 進行目標 》 

新）：新規 継）：継続 拡）：拡充 （➡実施 ○調査・検討 ◎見直し △試行）

具体的な施策 

        年度
30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 

継）郷土資料の収集 

継）図書・雑誌・視聴覚資料の充実 

拡）特殊コレクションの充実     ◎     ◎ 

継）点字本・録音図書（デイジー）

の取寄せ貸出サービス 

新）選書基準の見直し ○          

新）除籍基準の見直し ○     ◎     

○          

新）電子書籍の導入   ○   ◎     

新）請求分類の見直（10版への移行） 
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図書館では、児童・高齢者・障がい者・学校教育・ビジネス・行政・多文化

サービス等の様々な支援サービスがあります。 

 

 

 「牛久市子ども読書活動推進計画」に基づき、図書館での各種おはなし会やイ

ベントの開催、地域での読書活動を行うことで、すべての子どもが豊かな読書活

動を経験する機会をつくることを目指します。 

 図書館では、司書による講座、おはなし会、ブックトーク＊44、読書会＊45 等

読書に関係するイベントの開催に取り組んでいきます。ブックトークについて

は、図書館でボランティアと協力して行っている定例のおはなし会の中で、司書

がテーマを決めて複数の本の紹介をしています。 

 また、昨今、中高生の読書離れが問題とされていますが、読書は読解力を育て、

多くの情報から必要な情報を取捨選択できる能力を養う上で欠くことのできな

いものです。図書館では中高生が読書に親しめるように、「ヤングアダルトコー

ナー」を設置し、一定期間ごとに内容を一新しています。平成２８年度は中学生

の貸出冊数が増えたことにより（ｐ３２「中学校の貸出冊数」のグラフ参照）、

中高生の貸出総数は過去５年間の中で最も増加しています。今後も中学校や高

等学校との連携を強化し、図書館利用促進の啓発・広報を行い、子どもの読書活

動を推進します。 

さらに、平成２９年６月に読書記録シールの提供を

開始しました。このシールを貼ることで借りた本の記

録を残すことができるようになりました。今後、読書

手帳＊46 を活用し、読書意欲の向上に結び付けていき

ます。 

 

 

 
＊44「ブックトーク」：図書館、学校等において、主に子ども達を対象として一定のテーマを立てて一定時

間内に何冊かの本を紹介し、本への興味や関心を高める手法。 

＊45「読書会」：集団で読書または読書に関するコミュニケーションを行うためのイベント。共通の本を読

み、感想や意見を述べて勉強したり、各自が好きな本を持ち寄り、紹介する会。 

＊46「読書手帳」：自分の読んだ本を記録する手帳。 

(２)【基本目標 3-2】（事業） 

読書活動や生涯学習を支援し、市民の多様なニーズに即したサービスを提供

できる図書館 

ア 豊かな心を育む読書習慣を育成し、読書活動を支援します。 

読書手帳 
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《 進行目標 》  

新）：新規 継）：継続 拡）：拡充   （➡実施 ○調査・検討 ◎見直し △試行） 

具体的な施策   

           年度 
30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 

継）おはなし会の開催           

継）ブックスタート事業の推進           

拡）うちどく事業の推進     ◎      

拡）ﾔﾝｸﾞｱﾀﾞﾙﾄｺｰﾅｰの充実      ◎     

拡）わらべうたの会の開催           

継）ふくろう文庫の配送           

継）司書による講座やおはなし会           

継）読書手帳の推進           

新）読書会の開催  ○         

 

《 成果指標 ① 》 

指標 単位 現状値 目標値 指標の説明 

中高生の貸出冊数 冊 15,484 18,000 中高生が 1 年間に借りた冊数 

 

＜ 参考データ ＞ ※牛久市立図書館の過去 5年間のデータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｈ24年
度

Ｈ25年
度

Ｈ26年
度

Ｈ27年
度

Ｈ28年
度

中学生の貸出冊数（冊） 8,310 8,770 8,151 8,367 10,722
高校生の貸出冊数（冊） 6,113 6,001 6,150 4,755 4,762
計 14,423 14,771 14,301 13,122 15,484
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《 進行目標 》  

新）：新規 継）：継続 拡）：拡充 （➡実施 ○調査・検討 ◎見直し △試行）

具体的な施策   

           年度

30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 

継）おはなし会の開催 

継）ブックスタート事業の推進 

拡）うちどく事業の推進     ◎      

拡）ﾔﾝｸﾞｱﾀﾞﾙﾄｺｰﾅｰの充実      ◎     

拡）わらべうたの会の開催 

継）ふくろう文庫の配送 

継）司書による講座やおはなし会の開催 

継）読書手帳の推進

新）読書会の開催  ○         
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《 成果指標 ② 》 

指標 単位 現状値 目標値 指標の説明 

おはなし会参加人数 人 2,524 4,000 子どもへの読書支援の貢献度 

 

＜ 参考データ ＞ ※牛久市立図書館の過去 5年間のデータ  

 

 

 

 

 

 

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「うさちゃんきいて」

Ｈ24
年度

Ｈ25
年度

Ｈ26
年度

Ｈ27
年度

Ｈ28
年度

おはなし会参加人数（人） 2,847 2,634 2,656 2,993 2,524
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2,000
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（人）

おはなし会参加人数
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市内の学校の学びのサポートとして、図書館見学や職業体験の受入れを積極

的に行います。学校図書館ネットワーク事業で学校教育のための資料提供を支

援し、さらに市民の自主的・自発的な学習活動を支えるために講座の開講や学習

室を提供し、生涯学習活動を支援します。また、起業や就職支援として、実際に

働いている人から話を聞く「起業講座」や「職業講座」等を開催するなど、働く

人を支援するための事業と、さらに行政支援サービスについても検討していき

ます。 

平成２９年４月には新たに法情報のデータベースの提供を開始し、レファレ

ンスツールの更なる充実を図りました。政治、経済、国際、社会一般における時

事情報についても新聞やデータベース等を活用しながら図書館が市の情報発信

の場となるよう努めます。 

また、インターネットを使った音楽配信サービスや現在所蔵している映像

資料を上映可能にする映像ソフト上映許諾サービスに加入し、市民の音

楽鑑賞や映画鑑賞において選択の幅を広げるよう努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 生涯学習を支援し、市民の自主的な学びを支えます。 

「平成 28 年度後期市民大学講座 平成 28 年 12 月 2 日（金） 
  『わくわく城めぐり講座』 第 1 回（全 3 回開講） 
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《 進行目標 》 

新）：新規 継）：継続 拡）：拡充   （➡実施 ○調査・検討 ◎見直し △試行） 

具体的な施策 

          年度 
30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 

継）図書館見学・職業体験・図書

館実習生の受入 
          

継）学校図書館ﾈｯﾄﾜｰｸ事業の推進           

継）夏季休暇等長期休暇の学習支

援 
          

継）市民大学の講座開講           

継）レファレンスサービスの充実           

新）就職・起業・ビジネス支援及

び行政支援サービスの実施 
○          

新）児童生徒への図書館利用案内

及び講座の実施 
          

 

《 成果指標 》  

指標 単位 現状値 目標値 指標の説明 

市民大学参加人数 人 388 600 生涯学習支援活動の参加人数 

 

＜ 参考データ ＞ ※牛久市立図書館の過去 5年間のデータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｈ24年
度

Ｈ25年
度

Ｈ26年
度

Ｈ27年
度

Ｈ28年
度

市民大学参加人数（人） 325 327 228 259 388
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（人）

市民大学参加人数

《 進行目標 》 

新）：新規 継）：継続 拡）：拡充 （➡実施 ○調査・検討 ◎見直し △試行）

具体的な施策 

          年度 
30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 

継）図書館見学・職業体験・図書

館実習生の受入 

継）学校図書館ﾈｯﾄﾜｰｸ事業の推進 

継）夏季休暇等長期休暇の学習支

援 

継）市民大学の講座開講 

継）レファレンスサービスの充実 

新）就職・起業・ビジネス支援及

び行政支援サービスの実施 
○          

新）児童生徒への図書館利用案内

及び講座の実施 
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図書館には乳幼児とその保護者、高齢者、障がい者、外国の方等、様々な方々

の利用があり、それぞれの利用者に合わせたきめ細やかな対応が求められて

います。特に近年では高齢社会に伴い、認知症等の利用者に対する図書館の対

応を確立していくことが必要になります。高齢者、障がい者に配慮し、大活字

本や点字本等の資料の収集に努め、宅配サービス、拡大鏡、対面朗読室の利用

促進など利用者の視点に立ちながら、図書館に求められているサービスを展

開していきます。特に、超高齢社会を迎え、図書館に来館することが困難な高

齢者への新たなサービスについて検討していきます。 

資料の提供サービスについても、貸出についてはセルフ貸出機の導入を平

成２９年２月より開始し、予約本、延滞本、ＣＤの貸出を除いて利用者自身で

手続きができるようサービスの向上を図りました。その他資料提供サービス

についても、利用者サービスの向上を図るため、在架資料予約のサービスを実

施していきます。 

レファレンスサービスについても、カウンターでの対応に加えて、電話、Ｆ

ＡＸ、電子メール等を利用した非来館者に対しても広く対応していきます。 

外国人向けのサービスとして、外国語版の図書館利用案内の新版作成など

サービスの構築に取り組み、外国語資料の蔵書を増やすよう努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 多様な利用者に即したサービスを提供します。 

「セルフ貸出機」 
（読書記録シールプリンター） 
  平成 29 年 7 月 
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《 進行目標 》 

新）：新規 継）：実施済 拡）：拡充  （➡実施 ○調査・検討 ◎見直し △試行） 

具体的な施策 

          年度 
30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 

新）外国人向けサービスの

充実         
  ○        

継）宅配サービス           

継）図書館システムの更新  ○ ◎    ○ ◎   

新）在架資料予約サービス           

新）来館が困難な高齢者へ

のサービス 
 ○ ○        

 

《 成果指標 》 

指標 単位 現状値 目標値 指標の説明 

市内利用者登録者数 人 54,780 70,000 
市内在住の図書館利用者カード作
成者 

 

＜ 参考データ ＞ ※牛久市立図書館の過去 5年間のデータ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

※平成 28 年度の市内利用者登録者数が前年度よりも減少しているのは、平成 28 年に図

書館システムの更新に伴い、市外転出者等異動者の登録データを削除したためです。 

 

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度

市内利用者登録者数（人） 53,067 55,111 57,434 59,445 54,780

30,000

40,000

50,000

60,000

（人）

市内利用者登録者数

《 進行目標 》 

新）：新規 継）：実施済 拡）：拡充 （➡実施 ○調査・検討 ◎見直し △試行）

具体的な施策 

          年度 
30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 

新）外国人向けサービスの

充実         
  ○        

継）宅配サービス 

継）図書館システムの更新  ○ ◎    ○ ◎   

新）在架資料予約サービス 

新）来館が困難な高齢者へ

のサービス 
 ○ ○        
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第５章 計画の推進に向けて 

 

本計画の進行管理は、第４章の「実施計画」に基づき、取り組み項目の実施

状況を５年ごとに検証します。同時に、成果指標を参考にしながら図書館協議

会に報告して計画を推進します。 

 また、計画策定後の社会情勢、図書館を取り巻く環境の変化などにより見直

しが必要となった場合には、計画の見直しを適宜行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「0 歳からのクラシックコンサート」
平成 29 年 4 月 23 日（日） 

   ～第 16 回こどもとしょかんまつりにて～ 
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資料編 
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昭和５３年 ２月 分庁舎の２階１室を改装し図書館とする。

昭和５４年 ６月 町立図書館として、公民館から独立する。

巡回図書を一時中止し、図書館中心に貸出し業務を行う。地域文庫設置。

昭和５８年 ４月 分庁舎１階を改装し移転する。

昭和５８年 ５月 女化分館開館。（平成５年４月に閉館）

昭和５９年 ６月 三日月橋公民館図書室開館。

昭和６２年 ４月 中央公民館図書室、エスカード図書室開館。

昭和６３年 １０月 図書資料管理に電算機導入。（富士通K-280R-LIMS2）

平成　元年 ５月 奥野公民館図書室開館。

平成　２年 ９月 牛久の昔話シリーズ『河童松』『河童の秘薬』各二千部刊行。

平成　３年 １０月 牛久市立中央図書館建設起工式。

平成　４年 ２月 牛久の昔話シリーズ『伝承口碑鎌倉権五郎景政』一千部刊行。

平成　４年 １２月 牛久市立中央図書館竣工。

平成　５年 ２月 牛久の昔話シリーズ『東林寺に眠る栗林義長』一千部刊行。

平成　５年 ３月 中央公民館図書室閉館。

平成　５年 ４月 牛久市立中央図書館が開館する。（富士通K-6700-ILISX30の導入）

平成　５年 １１月 第１回としょかんまつり開催。

平成　６年 ２月 牛久の昔話シリーズ『酒島の霊泉』一千部刊行。

平成　７年 ４月 エスカード分館の開館時間を延長。（午後５時を午後６時までに）

平成　８年 ３月 牛久の昔話シリーズ『小阪城と笄松物語』一千部刊行。

平成　８年 ８月 牛久ニュースの製作開始。（平成７年９月１日分より収集開始）

平成　８年 ９月 図書館だより発行開始。

平成１０年 ３月 牛久の昔話シリーズ『牛久シャトー　－創設者神谷伝兵衛物語―』一千部刊行。

平成１１年 ３月 図書館システム入れ替え。（富士通ILIS/X-10NX）

平成１１年 １０月 中央図書館の開館時間を延長。（火曜から金曜まで午後５時を午後６時までに）

平成１２年 ３月 牛久の昔話シリーズ『小川芋銭』一千部刊行。

平成１２年 １０月 ホームページ開設。

平成１４年 ４月 第１回こどもとしょかんまつり開催。

平成１５年 ４月 市民（ＮＰＯ法人リーブルの会）との協働による図書館運営の開始。開館日数の大幅増と、中央図書館及び
エスカード分館の開館時間延長。（午後９時まで）

平成１５年 ６月 ブックスタート開始。

平成１６年 ９月 エスカード分館の開館時間を変更。（午後７時まで）

平成１７年 ９月 図書館システム入れ替え。（富士通iLiswing21/We）

平成１７年 １０月 学校図書館ネットワークの物流開始。

平成１８年 ４月 インターネットによる予約サービス開始。

平成１８年 ７月 市立保育園および児童クラブへの図書配送サービス開始。（ふくろう文庫）

平成１９年 １２月 市民著作と周辺情報の「わが街牛久コーナー」の開設。

平成２０年 ３月 中央図書館駐車場を拡張。（１６台→８３台分へ）

平成２０年 ４月 子どもの読書活動優秀実践図書館として文部科学大臣表彰。

平成２１年 ６月 中央図書館敷地内駐車場の一角に休憩所オープン。（駐車場は７４台分へ）

平成２２年 ４月 ひたち野リフレに「リフレ図書カウンター」を設置。

平成２２年 ７月 ひたち野うしく小の学校図書館地域開放を開始。

平成２３年 ４月 市外者カード（広域利用の龍ケ崎市を除く）の新規作成および更新を取り止め。

エスカード分館が４階から１階へ移転･開館。（4日）

リフレ図書カウンターをビル管理会社に委託。（8日）

平成２３年 １０月 図書館システム入れ替え。（まちづくり三鷹Ruby図書館情報システム）

平成２５年 ４月 エスカード分館を廃止し、２階の牛久市役所エスカード出張所に図書カウンターを移転。

平成２６年 １２月 牛久２小地区社協施設において、図書受取り貸出しの交流空間社会実験実施。

平成２７年 ７月～２月 中央図書館照明器具改修工事実施。施設内外全照明をLED化。

６月～２月 中央図書館空調設備改修工事実施。中央熱源の一部に木質ペレット焚吸収式冷温水機を導入。

１０月 図書館システム入れ替え。（京セラ丸善システムELCIELO）

２月 中央図書館防犯カメラ整備工事実施。（更新２０台、増設１３台）

資料１　図書館の沿革

平成２８年

昭和５３年 ２月 分庁舎の２階１室を改装し図書館とする。

昭和５４年 ６月 町立図書館として、公民館から独立する。

巡回図書を一時中止し、図書館中心に貸出し業務を行う。地域文庫設置。

昭和５８年 ４月 分庁舎１階を改装し移転する。

昭和５８年 ５月 女化分館開館。（平成５年４月に閉館）

昭和５９年 ６月 三日月橋公民館図書室開館。

昭和６２年 ４月 中央公民館図書室、エスカード図書室開館。

昭和６３年 １０月 図書資料管理に電算機導入。（富士通K-280R-LIMS2）

平成　元年 ５月 奥野公民館図書室開館。

平成　２年 ９月 牛久の昔話シリーズ『河童松』『河童の秘薬』各二千部刊行。

平成　３年 １０月 牛久市立中央図書館建設起工式。

平成　４年 ２月 牛久の昔話シリーズ『伝承口碑鎌倉権五郎景政』一千部刊行。

平成　４年 １２月 牛久市立中央図書館竣工。

平成　５年 ２月 牛久の昔話シリーズ『東林寺に眠る栗林義長』一千部刊行。

平成　５年 ３月 中央公民館図書室閉館。

平成　５年 ４月 牛久市立中央図書館が開館する。（富士通K-6700-ILISX30の導入）

平成　５年 １１月 第１回としょかんまつり開催。

平成　６年 ２月 牛久の昔話シリーズ『酒島の霊泉』一千部刊行。

平成　７年 ４月 エスカード分館の開館時間を延長。（午後５時を午後６時までに）

平成　８年 ３月 牛久の昔話シリーズ『小阪城と笄松物語』一千部刊行。

平成　８年 ８月 牛久ニュースの製作開始。（平成７年９月１日分より収集開始）

平成　８年 ９月 図書館だより発行開始。

平成１０年 ３月 牛久の昔話シリーズ『牛久シャトー　－創設者神谷伝兵衛物語―』一千部刊行。

平成１１年 ３月 図書館システム入れ替え。（富士通ILIS/X-10NX）

平成１１年 １０月 中央図書館の開館時間を延長。（火曜から金曜まで午後５時を午後６時までに）

平成１２年 ３月 牛久の昔話シリーズ『小川芋銭』一千部刊行。

平成１２年 １０月 ホームページ開設。

平成１４年 ４月 第１回こどもとしょかんまつり開催。

平成１５年 ４月 市民（ＮＰＯ法人リーブルの会）との協働による図書館運営の開始。開館日数の大幅増と、中央図
書館及びエスカード分館の開館時間延長。（午後９時まで）

平成１５年 ６月 ブックスタート開始。

平成１６年 ９月 エスカード分館の開館時間を変更。（午後７時まで）

平成１７年 ９月 図書館システム入れ替え。（富士通iLiswing21/We）

平成１７年 １０月 学校図書館ネットワークの物流開始。

平成１８年 ４月 インターネットによる予約サービス開始。

平成１８年 ７月 市立保育園および児童クラブへの図書配送サービス開始。（ふくろう文庫）

平成１９年 １２月 市民著作と周辺情報の「わが街牛久コーナー」の開設。

平成２０年 ３月 中央図書館駐車場を拡張。（１６台→８３台分へ）

平成２０年 ４月 子どもの読書活動優秀実践図書館として文部科学大臣表彰。

平成２１年 ６月 中央図書館敷地内駐車場の一角に休憩所オープン。（駐車場は７４台分へ）

平成２２年 ４月 ひたち野リフレに「リフレ図書カウンター」を設置。

平成２２年 ７月 ひたち野うしく小の学校図書館地域開放を開始。

平成２３年 ４月 市外者カード（広域利用の龍ケ崎市を除く）の新規作成および更新を取り止め。

エスカード分館が４階から１階へ移転･開館。（4日）

リフレ図書カウンターをビル管理会社に委託。（8日）

平成２３年 １０月 図書館システム入れ替え。（まちづくり三鷹Ruby図書館情報システム）

平成２５年 ４月 エスカード分館を廃止し、２階の牛久市役所エスカード出張所に図書カウンターを移転。

平成２６年 １２月 二小学区地区社会福祉協議会施設において、図書受取り貸出しの交流空間社会実験実施。

平成２７年 ７月～２月 中央図書館照明器具改修工事実施。施設内外全照明をLED化。

６月～２月 中央図書館空調設備改修工事実施。中央熱源の一部に木質ペレット焚吸収式冷温水機を導入。
１０月 図書館システム入れ替え。（京セラ丸善システムELCIELO）

２月 中央図書館防犯カメラ整備工事実施。（更新２０台、増設１３台）

資料１　図書館の沿革

平成２８年
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団体名 活動日 活動内容

1 図書修理の会 毎週水曜日 図書館・学校図書館の本の修理

2 牛久おはなしコッペ 毎週第2～4土曜日 「おはなし会」の開催

3
牛久図書館ボランティア
おはなしよんで

毎週水曜日 「おはなしよんで」の開催

4 おはなしとんとん 毎月第2日曜日 「おはなしとんとん」の開催

5 おはなしイチゴ 毎週第1・5土曜日 「おはなしいちご」の開催

6 うさちゃんきいて 毎月第3金曜日 「うさちゃんきいて」の開催

7 ブックスタートボランティア 毎月2～3回
「ブックスタート」の実施
（3～4か月児健診時）

8 牛久点訳の会「すばる」
毎週水曜日
毎月第2火曜日

点訳、及び点字広報の発行

9 牛久朗読ボランティアの会
毎月第1・2火曜日
第2・3・4木曜日

対面朗読、情報テープ「こもれび」の作成
団体や個人の依頼による朗読テープ作成

10 牛久おもちゃ病院 毎月第3日曜日 「おもちゃ病院」でのおもちゃの修理
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資料４　成果指数一覧

指標 単位
平成２９年

現状値
平成３９年

目標値
関連頁 指標の説明

1 １日平均来館者数 人 1,061 1,200 ｐ23
図書館に来館する人の1日の平
均

０～６歳の児童書の貸出
冊数

冊 43,860 60,000 ｐ25
乳幼児が1年間に借りた児童書
の冊数

他団体との共催事業参加
者数

人 4,499 6,000 ｐ27
リーブルの会・読書団体連合
会等との共催行事参加者数

レファレンス受付件数 件 592 12,000 ｐ28 市民の調べ物の相談支援件数

登録者１人当たりの貸出
冊数

冊 10.24 15 ｐ30
市民の求める資料が蔵書され
ているかがわかる数字
（蔵書点数÷登録者数）

①中高生の貸出冊数 冊 15,484 18,000 ｐ32 中高生が一年間に借りた冊数

②おはなし会参加人数 人 2,524 4,000 ｐ33 子どもへの読書支援の貢献度

ｲ 市民大学参加人数 人 388 600 ｐ35 生涯学習支援活動の参加人数

ｳ 市内利用者登録者数 人 54,780 70,000 ｐ37
市内在住の図書館利用者カー
ド作成者

資料４　成果指数一覧

基本目標番号

1

1

2

ア

2

3

2

1

3
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資料５　策定スケジュール
資料５　策定スケジュール

◇平成28年度

提出

平成28年
4月

◇平成29年度

日程

10/19～10/30

11/9～11/22

12/11 パブリックコメント結果の公表

1/22

1/29

2/13

3月

教育委員会定例会（報告）

庁議付議事項提出期限

庁議、市長決裁

議会配布、記者発表

全庁意見照会

パブリックコメントの実施

12/25
第2回図書館協議会
　「牛久市立図書館基本計画(案）」諮問

平成30年
1/12

第3回図書館協議会
　「牛久市立図書館基本計画（案）」答申

平成29年
1月

素案について
職員・司書

「目標値」や「成果指標」について

内容

8/3
第1回図書館協議会
　「牛久市立図書館基本計画」説明

内容 対象

「牛久市立図書館基本計画」策定開始

10月
図書館の抱えている「課題」や「対応策」について 職員・司書・リーブル

今後10年間で担当業務で実施したいこと 職員・司書
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資料６　図書館協議会委員名簿

選出区分 役職名 氏名

資料６　図書館協議会委員名簿

1 牛久市読書団体連合会会長 委員長     佐々江　 健治

2 牛久市議会教育民生常任委員会委員長 副委員長     須藤　   京子

3 牛久市文化協会公演事業委員会委員長 委員     出来尾　 穂子

4 読み聞かせボランティア代表 委員     池田　   史恵

5 学校長会（牛久小学校校長） 委員     萩谷　   智徳

6
学校長会
（ひたち野うしく小学校校長）

委員     助川　     勉

7 家庭教育の関係者
牛久市ＰＴＡ連絡協議会相談役
（牛久第一中学校）

委員     小林　   明人

8 元東洋大学附属牛久高等学校司書 委員     関根   　順子

9 元牛久市立ひたち野うしく小学校校長 委員     中島　   和枝

任期　平成29年8月1日から平成31年7月31日までの2年間

所属 職名 氏名

社会教育関係者

学校教育の関係者

学識経験者

中央図書館担当者

1 館長

2

3

4

中央図書館

 関　    達彦

司書

 小松澤　綾子

  斎藤  貴代子

  竹吉　  優輔
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あとがき 

 

 本計画は、牛久市立図書館の今後１０年の活動指標です。計画を策定するに

あたり、図書館で働いている事務職員、司書、リーブルの会の会員にアンケー

トを取り、図書館の現状と課題を把握し、その対応策とは何かを考えることか

ら始めました。次に、今後１０年先を見据えた図書館の在り方を考えていくた

めに、この１０年で「何ができるか」とともに、「何をしたいか」という意見

を募り、それを計画に反映させることとしました。１０年という期間の中で、

どの時期からどの業務を行っていくのか、時間の流れと仕事の量を熟考しなが

ら、進行目標を立て、計画を策定いたしました。 

 計画を立てながら感じたことは、図書館で働いている者の多くが「利用者の

ための図書館でありたい」という思いを抱いていることでした。 

 また、図書館協議会委員の皆様から図書館に対して期待を込めた様々なご意

見をいただいたことで、牛久市の図書館が向かうべき理想が見えてまいりまし

た。 

 牛久市立図書館では、この計画に基づきながら、利用者の疑問に応える「知

の宝庫」としての図書館、時代の変化を読み、それに即したニーズに応える図

書館、滞在型の優しい時間が過ごせる図書館を目指してまいります。 

 そして、時代の変化とともに必要なものを取り入れながら「利用者のための

図書館」となるよう邁進いたします。 

最後に、この計画を策定するにあたり、関係各位のご尽力に感謝いたします

とともに、貴重なご意見を賜りました図書館協議会委員の皆様に心より御礼申

し上げます。 

 

平成３０年３月 

                      牛久市立図書館 

                      名誉館長 竹 吉 優 輔 
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